
平成29年度広瀬川アユ遡上調査結果（５月分）

宮城県水産技術総合センター内水面水産試験場では，アユ釣り解禁前の情報提供と資源管理のた

めの基礎データを得るため，広瀬川において，毎年５月と６月にアユの遡上状況を調査しています。

今年度の５月分の調査結果については、以下のとおりです。
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（１）調査点（図１）

調査点１：名取川との分岐点から

500m上流（河口から7.5km）

調査点２：郡山堰下付近（河口から10km）

調査点３：愛宕堰下付近（河口から11.5km）

調査点４：仙台国際センターから

約300m下流（河口から15.4km）

5km

名取川

広瀬川
調査点1

仙
台
湾

調査点3

愛宕堰 郡山堰

調査点2調査点4

（２）調査内容

１ 調査日

①５月８日（月）②５月２４日（水）③５月３１日（水）

２調査方法

各調査点において，それぞれ投網を10投打ち，１投あたりの平均採捕尾数を求めました（写
真１）。採集したアユは，１調査点あたり50尾を目安に当場に持ち帰り，大きさ（標準体長）
を測定しました（図２）。
また，調査点３にある愛宕堰から上流へは，天然のアユが魚道を使えずに上流へ遡上できて

いない可能性が考えられたため（写真２），調査点４で採集されたアユについては，鱗の数を
計測し，天然遡上なのか，放流種苗（人工）なのかを調べました。（写真３）

図１ アユ遡上調査地点

写真１ 調査風景（調査点１）

写真２ 愛宕堰の魚道。流速が２ｍ／秒近く

あり，多くのアユは遡上できない可

能性があります。

標準体長

図２ アユの大きさ（標準体長）

写真３ 鱗の数の計測



（３）調査結果

（１）各調査点の投網1投あたりの
採捕尾数の変化（図１）

調査点１では、投網１投あたり
７．５尾～２６．８尾のアユが採
捕されました。
調査点２では、５月８日は１投

あたり９．１尾と少ない尾数でし
たが、５月２４日には７８．４尾、
３１日には１４０．８尾となり、
多くのアユが郡山堰下で止まって
いることが分かります。
調査点３は、５月８日はアユが

採捕されませんでしたが、５月２
４日に１７．５尾、３１日には３
５．４尾と、調査点２と同じよう
に、時期を経るにつれ投網１投あ
たりでの採捕尾数は増加していま
した。
調査点４では、５月３１日には

投網１投あたり１２．９尾のアユ
が採捕されましたが、後述のとお
りこれらは放流魚でした。

（２）調査時期ごとのアユの大き
さの組成（図２）

５月８日は、調査点１と２で、
ともに８．１～９．０ｃｍのアユ
が最も多い結果となりました。そ
の後、時期を経るにつれて、調査
点１では採捕される個体が小型化
する傾向にありましたが、調査点
２では大型化する傾向がみられま
した。

調査点３でも時期を経るにつれ、
大型化する傾向がみられ，大型個
体ほど上流に遡上していることが
分かります。

５月３１日

図２ 調査時期ごとのアユの大きさの組成
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図１ 各調査点の投網１投あたりの採捕尾数の変化
（NT：未調査）



0.0

30.0

60.0

90.0

120.0

150.0

５月上旬 ５月中旬 ５月下旬

（３）調査結果

（３）天然遡上個体と放流種苗の判別
（図３）

広瀬川では天然遡上してくるアユの多くが郡山堰と愛宕堰で止まってしまうため、そ
れより上流に人工種苗を放流しています。調査点４で採捕されたアユが天然遡上個体か
放流種苗なのかを側線から背びれまでの鱗の数（側線横列鱗数）で判別したところ、採
捕した５１尾は全て放流種苗でした。このことから、調査点３より上流には天然遡上の
アユは極めて少ない可能性が示唆されました。

○５月分の調査結果は以上となります。当場では６月も調査を実施し、皆様に情報提供
を行う予定です。

図３ 側線横列鱗数（赤線部）の計測部。宮城県では放流種苗で１４枚～１６枚、天然種苗で
は１８～１９枚と、天然種苗の方が鱗の数が多い傾向にあります。

側線

※参考
昨年度（平成２８年度）までとの投網１投あたりの採捕尾数の比較
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平成29年度広瀬川アユ遡上調査結果（６月分）

宮城県水産技術総合センター内水面水産試験場では，アユ釣り解禁前の情報提供と資源管理のた

めの基礎データを得るため，広瀬川において，毎年５月と６月にアユの遡上状況を調査しています。

アユ釣りの解禁が近づいてまいりました。今年度の６月分の調査結果については、以下のとおり

です。

平 成 2 9 年 ６ 月 2 9 日

宮城県水産技術総合センター

内 水 面 水 産 試 験 場

（１）調査点（図１）

調査点１：名取川との分岐点から

500m上流（河口から7.5km）

調査点２：郡山堰下付近（河口から10km）

調査点３：愛宕堰下付近（河口から11.5km）

調査点４：仙台国際センターから

約300m下流（河口から15.4km）
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（２）調査内容

１ 調査日

①６月６日（月）②６月１４日（水）③６月２３日（水）

２調査方法

各調査点において，それぞれ投網を10投打ち，１投あたりの平均採捕尾数を求めました（写
真１）。採集したアユは，１調査点あたり50尾を目安に当場に持ち帰り，大きさ（標準体長）
を測定しました（図２）。
また，調査点３にある愛宕堰から上流へは，天然のアユが魚道を使えずに遡上できていない

可能性が考えられたため（写真２），調査点４で採集されたアユについては，鱗の数を計測し，
天然遡上なのか，放流種苗（人工）なのかを調べました。

図１ アユ遡上調査地点

写真１ 調査風景（調査点１）

写真２ 愛宕堰の魚道。流速が２ｍ／秒近く

あり，多くのアユは遡上できない可

能性があります。

標準体長

図２ アユの大きさ（標準体長）



（３）調査結果

（１）各調査点の投網1投あたりの

採捕尾数の変化（図３）

調査点１では、投網１投あたり６．８

尾～２１．５尾のアユが採捕されました。

調査点２では、６月６日に６６．２尾

と高い値を示しましたが、その後は１１．

１尾～１２．７尾となりました。しかし

６月２３日の調査で、郡山堰の堰堤直下

で計数が出来ないほど多量のアユが採捕

されたことから、大多数のアユは郡山堰

下に留まったままになっていることが推

測されました（図４）。

調査点３は、４０．３尾～１３１．１

尾と、時期を経るにつれ採捕尾数が増加

しました。ここでも６月２３日の調査で、

愛宕堰直下で投網１投あたり５００尾近

くのアユが採捕されることがあり、アユ

が上流部へ遡上できていないことが考え

られました。

調査点４では、下流部の調査点３でア

ユの採捕数が増加しているにもかかわら

ず、調査期間を通して採捕尾数は０．６

尾～３．９尾と非常に低い値でした。こ

のことからも、愛宕堰から上流へはアユ

が遡上できていない可能性が示されまし

た。５月と同様に調査点４で採捕された

アユを調べたところ、後述のとおりほと

んどが放流魚でした。

（２）調査時期ごとのアユの大き

さの組成（図５）

調査点１では調査期間を通して７ｃｍ

～８ｃｍ程度の個体が多く生息していま

した。

調査点２では時期を経るにつれ大型化

する傾向がみられました。これは上流へ

遡上できないことにより、調査点２で成

長した個体が採捕された可能性が考えら

れました。

調査点３では、調査点２ほど顕著では

ありませんが、大型個体の割合が増える

傾向にありました。これについても、上

流への遡上ができないことにより調査点

付近でアユが成長しており、かつ餌環境

が良くないために調査点２ほど早く成長

していない可能性が考えられました。

調査点４は、時期を経るにつれ個体が

大型化しており、アユが順調に成長して

いるものと考えられました。
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図５ 調査時期ごとのアユの大きさの組成
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図３ 各調査点の投網１投あたりの採捕尾数の変化

図４ ６月２３日に
郡山堰直下で
採捕された多
量のアユ



（３）調査結果

（３）天然遡上個体と放流種苗の判別（図６）
５月の調査では、調査点４で採捕されたアユは

全て人工の放流種苗でした。６月６日～６月２３
日に採捕されたアユも、側線横列鱗数を計数した
ところ、ほとんどが放流種苗でした。このことか
ら、遡上が終盤を迎えても愛宕堰より上流には天
然のアユはほとんど生息していないことが分かり
ました。
（４）愛宕堰の魚道の流速（図７、表１）
愛宕堰の魚道がアユの利用できる魚道かどうか

を調べるために、魚道内の流速を各調査で２回測
定しました。魚道内の流速は概ね毎秒１５０ｃｍ
～１９５ｃｍでした。体長６cmのアユの巡航速度

（長時間泳げる速度）は毎秒４０ｃｍ、突進速度
（瞬間的に出せる速度）は毎秒１２０ｃｍで、体長
１４ｃｍのアユの巡航速度は毎秒１１０ｃｍ、突
進速度は毎秒１７８ｃｍとの知見※があります。こ
のことから、愛宕堰の魚道の流速は早すぎてアユ
が利用できないことが明らかになりました。
※出典：（財）ダム水源地環境整備センター（編）

「魚道の設計」ｐ１７０

（株式外社山海堂，平成５年発行）

○今年度の広瀬川でのアユ遡上調査は以上です。
当場では来年度以降も調査を継続する予定です。

図６ 墨汁を塗って背中の鱗を計数しま
した。宮城県では放流種苗で１４
枚～１６枚、天然種苗では１８～
１９枚と、天然種苗の方が鱗の数
が多い傾向にあります。

側線

※参考
昨年度（平成２８年度）までとの投網１投あたりの採捕尾数の比較
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図７ 愛宕堰の流速測定箇所（赤丸内）

６月６日 ６月１４日 ６月２３日

１回目 １７３．０ １５２．０ １４５．１

２回目 １９５．０ １６５．０ １９４．０

表１ 愛宕堰の魚道の流速（単位：ｃｍ／秒）

調査日
測定回数


